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(百万円未満切捨て)

1. 平成24年２月期第１四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年５月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第１四半期 40,098 △7.3 876 ― 895 ― △490 ―

23年２月期第１四半期 43,262 △7.5 △50 ― 47 ― △712 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年２月期第１四半期 △984 00 ―

23年２月期第１四半期 △1,128 00 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第１四半期 100,134 45,190 41.4 83,064 00

23年２月期 97,088 46,169 43.6 84,981 00

(参考) 自己資本 24年２月期第１四半期 41,407百万円  23年２月期 42,363百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年２月期 ― 1,000 00 ― 1,000 00 2,000 00

24年２月期 ―

24年２月期(予想) 1,000 00 ― 1,000 00 2,000 00

3. 平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 82,000 △4.0 1,400 55.9 1,600 36.4 △100 ― △201 00

通期 168,000 △1.9 5,200 1.6 5,600 1.6 1,000 161.2 2,006 00



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年２月期１Ｑ 662,405株 23年２月期 662,405株

② 期末自己株式数 24年２月期１Ｑ 163,904株 23年２月期 163,904株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期１Ｑ 498,501株 23年２月期１Ｑ 631,359株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間における外食業界を取り巻く環境は、平成23年３月に発生した東日本大震

災の影響から景気の先行きへの不透明感が当面継続すると予測されております。これまで以上の購買意

欲の減退や、消費者の外食を控える傾向が強まることによる内食へのシフトが高まることも予測され、

経営環境は厳しい状況が続いております。 

このような環境の中、当期、当社グループは、市場と時代の変化に適応するため、新しいビジネスモ

デルを開発し、すべての品質においてオリジナリティを持った高い価値形成を図ると共に、グループ各

ブランドによる海外事業展開に取組んでまいります。当期の経営キーワードは「プレゼンスの向上」と

「クオリティアップ」を掲げ、各社経営施策を進めてまいります。また、グループ商品本部とグループ

開発本部を立ち上げ、グループでの商品調達の一元化や物流システムの再構築を図り、店舗開発や店舗

建装に関する機能も集約・統合することで業務効率の向上を目指します。これまで各社ではできなかっ

たことをホールディングスが牽引役となり、質の向上と共にコスト低減化を図り、新たな価値創造に向

け、一丸となって取組んでまいります。 

当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、連結売上高は震災による営業休止等の影響もあっ

て前年同期比31億64百万円減少し、400億98百万円となりました。利益につきましては、主として原価

低減により連結営業利益８億76百万円、連結経常利益８億95百万円と増益となりました。四半期純損益

は、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額11億65百万円を特別損失に計上した結果、４億90百万円

の損失となりました。 

連結売上高     400億98百万円    （前年同四半期連結売上高     432億62百万円） 

連結営業利益     ８億76百万円    （前年同四半期連結営業損失      50百万円） 

連結経常利益     ８億95百万円  （前年同四半期連結経常利益       47百万円） 

連結四半期純損失   ４億90百万円    （前年同四半期連結四半期純損失  ７億12百万円） 

セグメント概況については、次のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基

準第17号 平成21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第20号 平成20年3月21日）を適用しており、以下の各セグメントの概況は、当該会計

基準等に基づく報告セグメントについて記載しております。なお、この「セグメント情報等の開示に関

する会計基準」の適用に伴い、開示セグメントの区分の変更を行ったため、前年同四半期比の記載は行

っておりません。 

 （国内吉野家） 

国内の吉野家におきましては、新たに８店舗を出店し、不振店等を７店舗閉鎖した結果、店舗数は

1,175店舗となりました。出店に関しましては、前期からの取組みである投資額を抑えた低投資モデル

店舗の出店や、損益分岐点を引き下げた店舗フォーマットづくりであるEXPRESS店舗の検証に取組んで

おります。当期は「圧倒的な品質を作り上げる」ことを経営戦略上の中心軸に据え、吉野家が最優先と

して考える価値観である「うまい」に特化した活動を行っております。当第１四半期では、主力商品で

ある「牛丼」の品質に関しまして、昨年12月に立ち上げた「牛丼プレゼンスプロジェクト」のなかで、

圧倒的な高品質の「牛丼」を作り上げるための活動を続けてまいりました。材料、調理工程、提供サー

ビスに至る全ての工程を見直し、５月には吉野家設立以来初めてとなる牛丼並盛の具材の増量とご飯の

ポーションバランスの変更を実施いたしました。商品品質だけでなく、引き続きサービス品質の向上を

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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図り、吉野家のオリジナリティに磨きをかけ、「吉野家プレゼンス」を作り上げてまいります。 

  また、震災の影響で東日本地区においては一時的に店舗の休業を余儀なくされましたが、一刻も早い

再開に向け全社一丸となって取組みました。毎年恒例の春の全体セールは、電力事情等を考慮し、当期

は４月に西日本地区、５月に東日本地区で実施いたしました。セール期間中の入客数の伸びは共に好調

に推移しましたが、当第１四半期におきましては震災の影響もあり、売上高は218億９百万円、セグメ

ント利益は11億57百万円となりました。 

 （海外吉野家） 

海外の吉野家の店舗展開につきましては、新たに米国２店舗、中国（香港含む）10店舗、インドネシ

ア２店舗の合計14店舗を出店し、不振店３店舗を閉鎖した結果、店舗数は450店舗となりました。当第

１四半期におきましては、米国でクーポン販促やテレビＣＭ等を実施したものの、主要食材の仕入価格

上昇により、売上高は25億65百万円、セグメント損失は37百万円となりました。 

 （京樽） 

京樽におきましては、新たに２店舗を出店し、不振店を７店舗閉鎖した結果、店舗数は355店舗とな

りました。当期の経営テーマを「利益体質への転換～成長へ」とし、客数増加に向けた販売力向上施策

の実施や工場の統廃合により更なる生産性向上に取組んでおります。当第１四半期におきましては、東

日本における震災後の卒業式やお花見等のイベントが中止となったことや計画停電に伴う店舗の休業や

営業時間短縮等の影響を受け、売上高は56億49百万円、セグメント損失は２億38百万円となりました。

 （どん） 

どんにおきましては、新たに１店舗の出店を行った結果、店舗数は171店舗となりました。当期の経

営テーマを『「笑顔」・「元気」創造企業になる』とし、テーマ実現に向け、サービスレベルの向上を

図り客数の増加、更なる本部機能の効率化と原価構造の適正化、また、積極的な人材育成や海外事業戦

略の構築に取組んでおります。当第１四半期におきましては、東日本における震災後の店舗の休業及び

店舗・工場の計画停電等の影響もあり、売上高は50億96百万円、セグメント利益は１億32百万円となり

ました。 

 （はなまる） 

はなまるにおきましては、国内での成長と共に未来に向けての中長期的な取組みの一環として、子会

社である花丸餐飲管理（上海）有限公司が２月に「上海美羅城」に海外初出店の上海１号店を開店いた

しました。この他、国内では10店舗出店し、不振店を１店舗閉鎖した結果、店舗数は303店舗となりま

した。当第１四半期におきましては、外食業界各社の期間限定の値下げの影響等を受け、売上高は35億

91百万円、セグメント利益は52百万円となりました。 
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当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、換算差額を加え、期末残高は

171億24百万円（前年同四半期は146億95百万円）となりました。 

①  営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、17億17百万円の収入（前年同四半期は21億37百万円の収

入）となりました。これは主に減価償却費（13億86百万円）、資産除去債務会計基準の適用に伴う影

響額（11億65百万円）、たな卸資産の増加額（６億72百万円）によるものであります。 

②  投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、９億58百万円の支出（前年同四半期は14億55百万円の支

出）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出（10億41百万円）、貸付けによる支出

（１億60百万円）、差入保証金の回収による収入（２億80百万円）によるものであります。 

③  財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、９億69百万円の収入（前年同四半期は４億81百万円の収

入）となりました。これは主に短期借入金の純増減額（10億22百万円）、長期借入れによる収入（18

億60百万円）、長期借入金の返済による支出（11億44百万円）、配当金の支払額（５億６百万円）に

よるものであります。 

  

 平成24年２月期の連結業績予想につきましては、本資料の公表時点において、平成23年４月14日の

決算短信で発表しました第２四半期連結累計期間及び通期連結業績予想に変更はありません。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

法人税等並びに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測

やタックスプランニングを利用する方法、あるいは繰延税金資産の回収可能性に関して前連結会計年度

末以降に経営環境等、または、タックスプランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを使用す

る方法によっております。 

  

① 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益が31百万円、経常利益が32百万円それぞれ減少し、税金等調整前四半純損失が

11億98百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は22億71

百万円であります。 

② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号平成

20年３月10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

③ 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

該当事項はありません。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,315 15,576

受取手形及び売掛金 3,115 3,679

商品及び製品 2,210 1,814

仕掛品 42 41

原材料及び貯蔵品 2,525 2,245

その他 3,376 3,009

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 28,579 26,358

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,717 24,826

その他（純額） 15,214 15,172

有形固定資産合計 40,931 39,999

無形固定資産

のれん 241 267

その他 2,971 3,081

無形固定資産合計 3,212 3,349

投資その他の資産

投資有価証券 652 913

差入保証金 15,977 16,046

繰延税金資産 1,296 887

その他 9,796 9,882

貸倒引当金 △312 △349

投資その他の資産合計 27,410 27,381

固定資産合計 71,554 70,730

資産合計 100,134 97,088
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,410 4,373

短期借入金 14,446 13,527

1年内返済予定の長期借入金 4,537 4,292

リース債務 813 795

未払法人税等 389 948

賞与引当金 2,256 1,470

役員賞与引当金 31 64

株主優待引当金 278 169

店舗閉鎖損失引当金 － 175

資産除去債務 79 －

その他 8,696 8,755

流動負債合計 35,939 34,573

固定負債

長期借入金 10,972 10,389

リース債務 1,402 1,552

退職給付引当金 1,738 1,772

資産除去債務 2,246 －

その他 2,644 2,630

固定負債合計 19,004 16,345

負債合計 54,943 50,918

純資産の部

株主資本

資本金 10,265 10,265

資本剰余金 11,153 11,153

利益剰余金 41,790 42,780

自己株式 △20,015 △20,015

株主資本合計 43,194 44,183

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9 △4

為替換算調整勘定 △1,776 △1,815

評価・換算差額等合計 △1,786 △1,820

少数株主持分 3,783 3,806

純資産合計 45,190 46,169

負債純資産合計 100,134 97,088
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

売上高 43,262 40,098

売上原価 15,825 13,531

売上総利益 27,436 26,566

販売費及び一般管理費 27,486 25,690

営業利益又は営業損失（△） △50 876

営業外収益

受取利息 13 10

受取配当金 6 1

受取賃貸料 147 111

持分法による投資利益 0 8

雑収入 174 147

営業外収益合計 343 279

営業外費用

支払利息 105 117

賃貸費用 107 64

雑損失 32 78

営業外費用合計 245 260

経常利益 47 895

特別利益

評定済資産戻入益 20 8

貸倒引当金戻入額 － 27

店舗閉鎖損失引当金戻入額 101 －

その他 27 －

特別利益合計 149 35

特別損失

固定資産除却損 230 85

減損損失 404 4

貸倒引当金繰入額 78 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,165

災害による損失 － 85

その他 40 50

特別損失合計 754 1,391

税金等調整前四半期純損失（△） △557 △460

法人税、住民税及び事業税 230 294

法人税等調整額 △79 △262

法人税等合計 151 32

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △492

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △2

四半期純損失（△） △712 △490
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △557 △460

減価償却費 1,317 1,386

のれん償却額 32 10

貸倒引当金の増減額（△は減少） 74 △37

賞与引当金の増減額（△は減少） 843 785

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23 △34

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △48 △33

株主優待引当金の増減額（△は減少） 208 108

受取利息及び受取配当金 △20 △12

支払利息 105 117

持分法による投資損益（△は益） △0 △8

投資有価証券売却損益（△は益） － 19

固定資産除売却損益（△は益） 226 85

減損損失 404 4

店舗閉鎖損失引当金戻入額 △101 －

売上債権の増減額（△は増加） 391 564

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,772 △672

仕入債務の増減額（△は減少） △1,239 32

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,165

その他 △97 △244

小計 3,289 2,777

利息及び配当金の受取額 14 6

利息の支払額 △108 △100

法人税等の支払額 △1,058 △966

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,137 1,717
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5 △5

定期預金の払戻による収入 355 5

有形固定資産の取得による支出 △1,223 △1,041

有形固定資産の売却による収入 54 17

無形固定資産の取得による支出 △187 △47

有形固定資産の除却による支出 △168 △24

差入保証金の差入による支出 △286 △156

差入保証金の回収による収入 52 280

貸付けによる支出 △29 △160

貸付金の回収による収入 85 30

投資不動産の取得による支出 △76 －

関係会社出資金の払込による支出 △28 －

関係会社株式の売却による収入 － 120

その他 1 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,455 △958

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △181 △234

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,377 1,022

長期借入れによる収入 900 1,860

長期借入金の返済による支出 △919 △1,144

社債の償還による支出 △16 －

配当金の支払額 △639 △506

少数株主への配当金の支払額 △40 △27

財務活動によるキャッシュ・フロー 481 969

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,167 1,739

現金及び現金同等物の期首残高 13,527 15,384

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,695 17,124
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該当事項はありません。 

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日) 

  

 
(注) １  事業区分の方法 

    事業区分は、事業組織別及び販売商品等を勘案し、区分しております。 

２  各事業区分に属する主要な商品等の名称 
  

 
  

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日) 

  全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

牛丼 
関連事業 
(百万円)

寿司 
関連事業 
(百万円)

ステーキ
関連事業 
(百万円)

うどん
関連事業
(百万円)

スナック
関連事業
(百万円)

その他
飲食事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
  対する売上高

25,130 6,081 6,071 3,574 1,902 338 161 43,262 ─ 43,262

(2) セグメント 
  間の内部売上 
  高又は振替高

13 1 ─ ─ 5 ─ 638 659 (659) ─

計 25,144 6,083 6,071 3,574 1,907 338 800 43,921 (659) 43,262

営業利益又は 
営業損失(△)

357 △77 2 207 △12 △25 50 503 (554) △50

事業区分 区分に属する主要な商品等の名称

牛丼関連事業 牛丼、豚丼、朝定食、お新香等及び肉、米、タレ等の食材並びに弁当箱等の包材及び備品

寿司関連事業 店頭販売における鮨の持ち帰り及び回転寿司

ステーキ関連事業 ステーキ、しゃぶしゃぶの店頭販売

うどん関連事業 さぬきうどん、カレーうどんの店頭販売

スナック関連事業
たい焼、たこ焼、お好み焼き等の商品を主体とした各種和風ファーストフード、和菓子の製
造・販売

その他飲食事業 持ち帰り惣菜の店頭販売

その他の事業 施設設備の工事及び営繕、不動産賃貸、業務用クリーニング

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

１ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は、純粋持株会社制を採用し、グループの経営機能と執行機能を分離しております。執行機能で

ある連結子会社の主な事業内容は牛丼事業を中心に、寿司、ステーキ、うどんの製造販売等を主たる業

務とし多くの屋号を展開しております。 

 したがって当社は販売商品が異なる連結子会社単位によるセグメントで構成されており、国内吉野

家、海外吉野家、京樽、どん、はなまるの５つを報告セグメントとしております。 

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日) 

     (単位：百万円)

 
(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社５社を含んでおりま

す。 

２．セグメント利益の調整額△216百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△677百万円、セグ

メント間取引消去470百万円、及びのれんの償却額△10百万円が含まれております。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 該当事項はありません。 

【セグメント情報】

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

国  内 
吉野家

海  外 
吉野家

京樽 どん はなまる 計

売上高

 外部顧客への 
 売上高

21,636 2,565 5,648 5,096 3,591 38,539 1,559 40,098 － 40,098

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

173 － 1 － － 174 212 387 △387 －

計 21,809 2,565 5,649 5,096 3,591 38,713 1,771 40,485 △387 40,098

セグメント利益
又は損失（△）

1,157 △37 △238 132 52 1,066 26 1,093 △216 876

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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